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山北 俊太朗（社会科教育コース） 
「重さ」とどう向き合うか？ 
 
１．教育を考える一言  
「だが重さは本当に恐ろしいことで、軽さは本当に素晴らしいことであろうか？」 
 
２．背景 
 この言葉は、チェコの作家であるミラン・クンデラの『存在の耐えられない軽さ』の冒頭で述
べられる一句です。タイトルにも示されているように、この小説においては「重さ」「軽さ」が主
要なテーマを占めています。ミラン・クンデラはチェコ出身の作家であり、この小説は冷戦下の
チェコスロバキアを背景にしながら、1968 年に起こったプラハの春を題材としている歴史的な意
義もある作品です。しかしこの小説の主題はあくまでも恋愛にあります。主人公であるトマーシ
ュ、トマーシュの恋人（妻）テレザ、そしてトマーシュの愛人であるサビナの 3 人を中心にして
展開される恋愛を、「重さ」と「軽さ」という観点をもとに考察していくストーリ構成です。恋愛
を中心としながらも、「重さ」「軽さ」という切り口で語られる本作は哲学的示唆を多く含んでい
て、それを題材とした論文もたくさんあります。 
  
３．考察 
「重さ」と聞いて何を思い浮かべますか？ 
恐らく私たちは「重さ」という言葉に否定的な印象をもつのではないでしょうか。たとえば、
大変な仕事が入ると私たちは「重い
．．
仕事が入った」と言い、あるいは恋人に過度な依存をされる
と、「あいつは重い
．．
奴だ」と言います。しかしこの小説は、その常識に疑問を投げかけるのです。
こうした「重さ」が、人間の『生』に不可欠なのではないのか、というのがクンデラの問いです。 
話を少し身近なものにしましょう。私は歌手 Mr.children の大ファンなのですが、Mr.children
の『and I love you』という曲があります。ＣＭにも使われた有名な曲です。この曲にこんな歌詞
があります。「もう一人きりじゃ飛べない 君が僕を軽く
．．
しているから」。なぜ「君」は「僕」を
軽くしているのか、なぜ「一人きり」じゃ飛べないのか。それを考えたとき、人間関係において
「重さ」がいかに大切な要素になっているのかを考えさせてくれます。 
 教育も同じなのではないでしょうか？ 
学生時代、私は勉強という「重さ」を苦痛にとらえていました。そして勉強をサボる「軽さ」
を好んでいました。しかし教育とは、そうした「勉強」という「重さ」を肯定的にとらえさせる
ことなのではないでしょうか。それは「勉強」だけではなく―部活・仕事・遊び・友情・恋愛―
といった生きるという全要素、それにまとわる〈重さ〉を肯定的にとらえることこそ「生きる力」
なのではないかと私は思います。 
「重さ」は厚みでもあります。「人生」が、「人間関係」が、「働く」ということが「重く」なる
ということは、それだけの厚さをもつことなのです。ゆとり世代（自分含め）・さとり世代の私た
ちに必要なことは、そして伝えるべきは、この「重さ」の肯定なのではないでしょうか？ 
引用参考文献 ミラン・クンデラ『存在の耐えられない軽さ』（千野栄一訳）集英社、1998 年 
  
